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そ
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皆さまから
税金として
集めたお金

施設使用料や寄付金など
その他から入ってくるお金

基金などから
入ってくるお金

前年度の残ったお金

国や県から入ってきた
使い道が

決められたお金

国や銀行から
借りたお金

交付金などその他から
 入ってくるお金

町税

その他

繰入金

国庫支出金

県支出金

町債

その他

繰越金

特別会計とは・・・特定の事業を個別で行うために会計が別々になっているお金

歳入：182万円
歳出：97万3千円

宅地造成事業

歳入：981万7千円
歳出：437万2千円

介護保険
（介護サービス事業勘定）

歳入：1億8,776万8千円
歳出：1億8,148万5千円

農業集落排水事業

歳入：16億2,360万1千円
歳出：15億5,197万4千円

歳入：3億107万1千円
歳出：2億9,189万8千円

公共下水道事業

歳入：1億8,672万1千円
歳出：1億8,059万8千円

後期高齢者医療

歳入：8,266万2千円
歳出：6,401万3千円

芳賀工業団地
排水処理センター

歳入：19億6,289万6千円
歳出：18億7,414万7千円

国民健康保険

LRT整備や道路の修理、
市街地整備など
工事に使ったお金

高齢者や障がい者、
児童福祉のために使ったお金

町の行政全体の事務、
職員の給与などに使ったお金

教育に関する経費に使ったお金

農林業の振興、農道やほ場整備などに使ったお金

検診費などに使ったお金

災害対策などに使ったお金
借金を返したお金

議会運営などに使ったお金

その他使ったお金

※一般会計と特別会計の使わなかったお金9億7,118万4千円は翌年度に繰越します。

土木費

民生費

総務費

教育費

農林水産業費

衛生費

商工費

芳賀町は7つの
事業で分かれているよ。

令和4年度
特別会計決算 介護保険

（保険事業勘定）

消防費

公債費

議会費

その他

商工業や観光の振興などに使ったお金

令和5年度に繰り越したお金

芳賀町のお金

令和4年度末の町債（借入金）と基金（貯金）の状況（一般会計分）

わかりやすく!

令和4年度　一般会計決算
決算審査
監査委員意見

▲樋田貞夫代表監査委員 ▲岡田年弘監査委員

　令和4年度の本町の一般会計及び、7つの特別会計を合わせた決算額は、歳入が199億2,565万8,000円、歳出が189億
5,447万4,000円です。前年度と比較しますと、歳入額が38億1,892万6,000円増額、前年度との増減比は23.7％増。歳出
額は40億3,548万6,000円増、増減比は27.0％増となりました。増額の主な要因はLRT事業が、最終段階に入った事と、道
の駅と生涯学習センター水橋分館で地域レジリエンス事業が推進されたためです。
　歳入額、歳出額共に過去最高額となりましたが、町財政は令和4年度も健全に運営されており、各種事業等の歳出につい
ても計数的な過誤はなく、適切で効果的な執行が行われていると認識いたしました。そのような中で、財政状況を明らかに
するため財政指標について検証しますと、単年度の財政力指数については、財源に余裕があるとされている1.0に対し
0.991であり、前年度と比較すると、0.01ポイント増加しましたが、2年連続で交付団体となりました。
　次に、財政の弾力性を示す経常収支比率は、81.6％であり、前年度と比較すると2.5ポイント悪化しています。主要因とし
ては、歳出においてエネルギー価格・物価高騰などの影響による、光熱水費や委託料など物件費の上昇が原因と思われます。
健全化判断比率については、将来負担比率が、昨年度の74.6％から38.9％と大幅に改善しました。これは、LRT整備費に関
する債務負担行為に基づく支出予定額が、LRT整備工事の完了などに伴い、国・県からの補助金収入によって49億4,000万
円ほど、減少したことによるものです。実質公債費率は、昨年度とほぼ同じ1.7％でした。要因としては、一般会計の公債費
が前年度に比べて4,180万円ほど減少したことや、LRT整備事業で発行した町債について、償還開始まで3年間の猶予があ
ることなどが、主な要因です。その他、一般会計及び特別会計、一部事務組合の費用等を含めた、実質赤字比率や連結実質
赤字比率は、いずれも『該当なし』でした。また、資金不足比率についても全会計において『該当なし』でした。
　一方で、一般会計における町債残高は、これまで、平成17（2005）年度の約52億円が最高額でしたが、LRT事業の財源と
して、町債を発行したため、令和2年度から上昇し、令和4年度末の町債残高は、過去最高の66億5,000万円となり、前年度
と比べて、30億2千万円の大幅な増加となってしまいました。今後は、町債残高の金額に応じて、毎年の公債費であります借
り入れ償還額の増加が見込まれることから、町債償還計画の着実な遂行と、減債基金の活用による毎年の公債費負担額の
平準化などを図り、長期的に安定した財政運営に、努めていただきたいと思います。
　最新の話題としては、8月26日にLRTが開業しました。LRTの構想は、平成5年（1993年）頃から始まったと伺いました。
30年の月日を経た構想が、ついに脚光を浴びることになりました。かつて路面電車は日本の各地で走っていましたが、今か
ら60年以上前の昭和30年代の高度経済成長期にモータリゼーションの波により路面電車が車に切り替わっていきました。
そのような時代の経過はあったものの、県央地区の活性化と渋滞解消と便利で環境負荷の小さいLRTが新しい都市交通と
して全線新設されました。LRT開業により、住民の外出機会と来町者の交流人口が増えると予想しています。町民の外出機
会が増えれば健康増進に期待が持て、交流人口が増えれば地域経済が活性化して行くと思っております。
　さらには、今年度末に当町では、町制施行70周年を迎えます。記念となる年に、今まで鉄道が無かった町に、鉄道が走ると
いう喜びと達成感を町民全体で享受できるものと、信じております。
　LRT車輌の愛称であるライトラインの黄色のカラーからは『町の魅力向上と輝く町民』を、町内を、疾走するスピードから
は『町勢活力の将来性と躍進』を、そして何より『調和と喜び』が込められていると思っております。晴れ晴れしく快走する
LRTには、町制施行70周年の冠を掲げまして、芳賀町の認知度を高めて活力あふれる「芳賀のまち」を走って行ってくれる
ことを願っています。

※令和5年度4月1日の人口15,539人で算出。
　千円未満は四捨五入。

一般会計とは・・・町の運営をする基本的なお金

町債残高
66億5,039万6千円

約42万8千円
町民一人あたり

基金残高
23億9,816万9千円

約15万4千円
町民一人あたり

45億5,828万4千円

3億8,813万3千円

6億3,733万3千円

37億1,624万7千円

9億5,501万9千円

9億8,073万4千円

32億9,020万

10億4,335万2千円

7億6,428万8千円

66億7,328万1千円

24億6,112万2千円

13億4,322万3千円

12億4,829万5千円

6億8,508万5千円

5億6,630万円6千円

10億8,731万3千円

3億6,106万5千円

2億8,728万円

9,200万3千円

4万1千円

入ってきたお金 使ったお金

155億6,930万2千円 148億501万4千円
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借金を返したお金

議会運営などに使ったお金
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額は40億3,548万6,000円増、増減比は27.0％増となりました。増額の主な要因はLRT事業が、最終段階に入った事と、道
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ても計数的な過誤はなく、適切で効果的な執行が行われていると認識いたしました。そのような中で、財政状況を明らかに
するため財政指標について検証しますと、単年度の財政力指数については、財源に余裕があるとされている1.0に対し
0.991であり、前年度と比較すると、0.01ポイント増加しましたが、2年連続で交付団体となりました。
　次に、財政の弾力性を示す経常収支比率は、81.6％であり、前年度と比較すると2.5ポイント悪化しています。主要因とし
ては、歳出においてエネルギー価格・物価高騰などの影響による、光熱水費や委託料など物件費の上昇が原因と思われます。
健全化判断比率については、将来負担比率が、昨年度の74.6％から38.9％と大幅に改善しました。これは、LRT整備費に関
する債務負担行為に基づく支出予定額が、LRT整備工事の完了などに伴い、国・県からの補助金収入によって49億4,000万
円ほど、減少したことによるものです。実質公債費率は、昨年度とほぼ同じ1.7％でした。要因としては、一般会計の公債費
が前年度に比べて4,180万円ほど減少したことや、LRT整備事業で発行した町債について、償還開始まで3年間の猶予があ
ることなどが、主な要因です。その他、一般会計及び特別会計、一部事務組合の費用等を含めた、実質赤字比率や連結実質
赤字比率は、いずれも『該当なし』でした。また、資金不足比率についても全会計において『該当なし』でした。
　一方で、一般会計における町債残高は、これまで、平成17（2005）年度の約52億円が最高額でしたが、LRT事業の財源と
して、町債を発行したため、令和2年度から上昇し、令和4年度末の町債残高は、過去最高の66億5,000万円となり、前年度
と比べて、30億2千万円の大幅な増加となってしまいました。今後は、町債残高の金額に応じて、毎年の公債費であります借
り入れ償還額の増加が見込まれることから、町債償還計画の着実な遂行と、減債基金の活用による毎年の公債費負担額の
平準化などを図り、長期的に安定した財政運営に、努めていただきたいと思います。
　最新の話題としては、8月26日にLRTが開業しました。LRTの構想は、平成5年（1993年）頃から始まったと伺いました。
30年の月日を経た構想が、ついに脚光を浴びることになりました。かつて路面電車は日本の各地で走っていましたが、今か
ら60年以上前の昭和30年代の高度経済成長期にモータリゼーションの波により路面電車が車に切り替わっていきました。
そのような時代の経過はあったものの、県央地区の活性化と渋滞解消と便利で環境負荷の小さいLRTが新しい都市交通と
して全線新設されました。LRT開業により、住民の外出機会と来町者の交流人口が増えると予想しています。町民の外出機
会が増えれば健康増進に期待が持て、交流人口が増えれば地域経済が活性化して行くと思っております。
　さらには、今年度末に当町では、町制施行70周年を迎えます。記念となる年に、今まで鉄道が無かった町に、鉄道が走ると
いう喜びと達成感を町民全体で享受できるものと、信じております。
　LRT車輌の愛称であるライトラインの黄色のカラーからは『町の魅力向上と輝く町民』を、町内を、疾走するスピードから
は『町勢活力の将来性と躍進』を、そして何より『調和と喜び』が込められていると思っております。晴れ晴れしく快走する
LRTには、町制施行70周年の冠を掲げまして、芳賀町の認知度を高めて活力あふれる「芳賀のまち」を走って行ってくれる
ことを願っています。

※令和5年度4月1日の人口15,539人で算出。
　千円未満は四捨五入。

一般会計とは・・・町の運営をする基本的なお金

町債残高
66億5,039万6千円

約42万8千円
町民一人あたり

基金残高
23億9,816万9千円

約15万4千円
町民一人あたり

45億5,828万4千円

3億8,813万3千円

6億3,733万3千円

37億1,624万7千円

9億5,501万9千円

9億8,073万4千円

32億9,020万

10億4,335万2千円

7億6,428万8千円

66億7,328万1千円

24億6,112万2千円

13億4,322万3千円

12億4,829万5千円

6億8,508万5千円

5億6,630万円6千円

10億8,731万3千円

3億6,106万5千円

2億8,728万円

9,200万3千円

4万1千円

入ってきたお金 使ったお金

155億6,930万2千円 148億501万4千円
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主な現地調査の内容
防犯カメラ設置工事　　421万円

総　務
常任委員会

　総務・教育民生・産業建設常任委員会は9月8日から9月12日まで、令和4年度
一般会計および特別会計決算の書類審査と現地調査を行いました。
　各委員会は、9月14日の本会議において意見を付して決算を認定しました。

　犯罪などの予防・抑止を主な目的として、主要国県道の交差点や住
宅街周辺10カ所に防犯カメラと「防犯カメラ作動中」の看板を設置し
ました。

　令和5年度はLRT整備や芳賀第2工業団地の造成など大規模な事業が完了することで投資的経費が大幅
に減額となった。
　一般会計は前年当初予算に対して18．8％減となる86億円としているが、物価上昇等による経常経費の
増加が懸念される。また、令和7年頃に町債償還のピークを迎えることも考慮し、長期的な財政計画に基づ
き町政にあたられたい。

委 員 長　　岡田　年弘
副委員長　　有坂　隆志
委　　員　　山口　菊一郎
委　　員　　小林　信二

付託内容 一般会計中、他の常任委員会の所属に属さないすべての歳入歳出
書類審査（9月11日） 総務課、企画課、税務課、会計課、議会事務局、監査委員事務局
現地調査（9月12日）

教育民生
常任委員会

委 員 長　杉田　貞一郎
副委員長　古谷　康典
委　　員　小林　一男
委　　員　黒﨑　浩一

▲設置された防犯カメラ

防火水槽設置工事　　1,051万円
　火災時の水利を確保し、迅速かつ確実な消火活動につなげるため、
西水沼地内に防火水槽を設置しました。

▲防火水槽設置工事

主な現地調査の内容
水橋分館
　環境省の補助事業である「地域レジリエンス自立・分散型エネル
ギー設備導入事業」を活用した太陽光発電設備や館内LED化など、環
境に配慮した省エネルギー施設への改修と、避難所としての機能強化、
耐震補強工事などを実施しました。

▲水橋分館

B＆G海洋センター天井改修工事
　調査により落下の危険性が発見された天井の改修工事で、令和3年
度から令和4年度の2カ年にわたり実施されたものです。
　軽量で耐水性に優れた材料が使用され、吸音性も高く、室内の静音
性も保たれることから、より安全で快適な利用ができるようになりま
した。

▲Ｂ＆Ｇ海洋センター

子ども第三の居場所
　第三の居場所とは、B＆G財団が全国展開している家や学校以外の
場所のことで、自己肯定感や生活習慣などの獲得を目的としています。
町は、B＆G財団から助成金を受け、実施主体であるNPO法人に新施
設建設及び運営費について補助金を交付しました。
　町では、今後も子育てしやすい地域社会づくりのために支援を強化
していきます。 ▲子ども第三の居場所

付託内容 一般会計中、教育民生常任委員会の所管に属する歳入歳出
　 ・国民健康保険特別会計歳入歳出
　 ・後期高齢者医療特別会計歳入歳出
　 ・介護保険特別会計歳入歳出
書類審査（9月8日、11日） 住民課、環境対策課、健康福祉課、子育て支援課、学校教育課、生涯学習課
現地調査（9月12日）

認
定

▲書類審査（税務課）

▲書類審査（環境対策課）

常任委員会決算審査

審査の意見又は特に留意すべき事項

1　備品の購入については、使用目的をしっかり確認すると共に、リースと比較検討をし、効率的な予算執
行に努められたい。

2　小児の予防接種は、BCG始め約10種が接種されており、ほとんどが95％前後の接種となっている中、
HPV（ヒトパピローマウイルス）ワクチンだけが約2％となっている。子宮頸ガンを予防できるHPVワク
チンは、世界中で接種が進んでいるので、積極的に啓蒙し接種率向上に努められたい。

審査の意見又は特に留意すべき事項
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産業建設
常任委員会

委 員 長　中村　由美子
副委員長　市川　司
委　　員　石川　保
委　　員　藤沼　英之

付託内容 一般会計中、産業建設常任委員会の所管に属する歳入歳出
　 ・芳賀工業団地排水処理センター特別会計歳入歳出
　 ・公共下水道事業特別会計歳入歳出
　 ・農業集落排水事業特別会計歳入歳出
　 ・宅地造成事業特別会計歳入歳出
書類審査（9月11日） 農政課、商工観光課、建設課、都市計画課
現地調査（9月12日）

▲書類審査（農政課）

1　LRTに関わる工事等が完了し開業を迎えたが、関連するトランジットセンターや町内の公共交通の充
実、更にトトラなど交通系ICカードや定期券など購入の利便性向上は必須である。利用者の要望やニー
ズを鑑み、早急な課題解決に努められたい。
2　桜堤や遊水地多目的広場整備等、維持管理費が膨大になると推察される。維持管理費の節減に努める
とともに利用者の安全を考慮した整備計画を進められたい。

審査の意見又は特に留意すべき事項

主な現地調査の内容

遊水地多目的広場
　道の駅はがと芳賀遊水地をつなぐ桜堤遊歩道の整備を進め、憩いの
場と新たな桜の名所の創出を図っていきます。
　その整備の一環として、遊水地では、多目的広場として、あずまや、ト
イレ、せせらぎ水路、水飲み場などの整備を行いました。

▲遊水地

トランジットセンター整備
　芳賀工業団地管理センター北側に、LRTのトランジットセンター（公
共交通乗り継ぎ拠点）として、バス乗降所および待機所、タクシー・デ
マンド交通・一般車両乗降所、待合室、トイレなどの整備を行いました。

▲トランジットセンター

水処理センター増設工事
　上延生地内にある水処理センター（公共下水道汚水処理場）は、受益
者が順調に増加しており、現在の処理能力では足りなくなるため、将
来的な増加分を見据えて、増設工事を行っています。

▲水処理センター
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※小林信二議員は議長のため採決には加わりません。
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議決結果

採 決 結 果

　承　認

承認第6号 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度芳賀町
一般会計補正予算（第3号）） ○○○欠○○○○○○○―原案承認

　報　告

報告第15号 公益財団法人芳賀町農業公社の経営状況説明書の提出について ―――――――――――― 報告

報告第16号 芳賀町ロマン開発株式会社の経営状況説明書の提出について ―――――――――――― 報告

報告第17号 令和4年度健全化判断比率及び資金不足比率について ―――――――――――― 報告

　認　定

認定第1号

令和4年度芳賀町一般会計、芳賀町国民健康保険特別会計、
芳賀町後期高齢者医療特別会計、芳賀町介護保険特別会
計、芳賀工業団地排水処理センター特別会計、芳賀町公
共下水道事業特別会計、芳賀町農業集落排水事業特別会
計及び芳賀町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

○○○○○○○○○○○―原案認定

　条例の一部改正

議案第46号 芳賀町印鑑条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○―原案可決

議案第47号 芳賀町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○―原案可決

議案第48号 芳賀町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○―原案可決

議案第49号 芳賀町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○―原案可決

議案第50号 芳賀町工業団地管理センター設置及び管理に関する条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○―原案可決

議案第51号 芳賀町工業団地体育館設置及び管理に関する条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○―原案可決

　補正予算

議案第52号 令和5年度芳賀町一般会計補正予算（第4号） ○○○○○○○○○○○―原案可決

議案第53号 令和5年度芳賀町介護保険特別会計補正予算（第1号） ○○○○○○○○○○○―原案可決

　同　　意

同意案第17号 芳賀町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○○○欠○○○○○○○―原案同意

同意案第18号 芳賀町教育委員会委員の任命について ○○○欠○○○○○○○―原案同意
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